
7350　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本建築学餐畜叢野哲欝欝弩

北京における歴史文化保護区の再開発に関する実態
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1研究の背景と目的

1980年代以降、中国では急激な都市化及び大きな歴史

的景観や伝統的都市空間の破壊危機に従って、歴史的環

境の保全整備が全面的に行われている。北京は800年以

上の都市構造を持つ歴史的都市として1982年に国の第

一回歴史文化名城に選ばれ、1990年旧城内の歴史的地

区を保全するため、25歴史文化保護区を指定した。現

在までは、単体の文化財、保全地区及び都市全体という

三層保全体系が形成されている。1999年以降、オリン

ピックに迎えるため、旧市街地の再開発を加速に推進し

たことにより、再開発計画及び実施実態の把握は重要な

課題となっている。本研究は歴史文化保護区内の2つの

再開発地区を抽出し、再開発の方式や問題点を把握する

上で、伝統的町並みの風貌を継承するために望ましい再

開発方式について検討することを目的とする。

2調査概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮮

壁課働r鞭麟」離』雲：綴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②僚霞鰯離搬窒きれている膿でも縁でω繍は疑灘し・
本研究では保護区の再開発実態を明らかにするため、　　　　　　　　取礎も．継エ事備糠ても、る．離とした殿となった。

2005年9月21日一10月7日に北京旧城内歴史文化保護　　　　　　　　　藻㎜鰍劃劇詩ら軟駿鰍鱒が幼鴎辺の，職宅縣

区の2地区（南池子・畑袋斜街）において現地調査を行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胤ている。

い、再開発事業の効果を考察し、入手した資料、情報か
ら、両地区の相違点と再開発の問題点を検討した。　　　　　　　図一1　南池子地区の実態

3対象地概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南池子地区：地区中心部の市文化財普渡寺の環境整備や

南池子地区：旧城中心の故宮の東側に位置する面積　保護と四合院・胡同の保護、住宅の改修と住民帰還、道

6・39haの地区・清代に紫禁城の一部として官庁や倉庫と　路とインフラの整備という目標を掲げ、①全面的な保護、

して利用され、庶民の立ち入りが禁止されていた。民国　　②合理的な保存、③適度な更新、④文化財の保護、⑤環

以降は住宅区として利用されるようになり、住民により　境の整備、⑥機能の調整、⑦インフラの整備、⑧交通の

何度も増改築が繰り返され、住環境が悪化し、再開発に　　円滑化、を基本原則とする保護計画を作り、2001年から

至った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大規模な再開発が行われた。

姻袋斜街地区：最大の歴史文化保護区什刹海地区の南　　　故宮の背景となる場所を形成すべく、普渡寺を中心し

側・1日城申軸線沿いに位置する面積6．9haの地区で、住　　た計画とし、伝統的町並みの風貌を保持するため、普渡

宅地と伝統商業街が混在する什刹海地区の中心地であ　寺内の違法建築を取り壊し、もとの景観を回復した。ま

る・清代以降、北京独特の骨董商が活発化し、民俗、文　た、建物の高さを周囲と調和するように計画した。さら

化街として発展したが、1949年以降は商業の衰退によ　に、防災のため道路の機能を完備し、勝手に増築した建

り商店街が違法建築に占拠された。2001年から再開発　　物を排除、緑化率の増加、インフラの整備など、，住環境

が始まり現在継続中である。　　　　　　　　　　　　の改善を図った。そして、胡同の名前と形を残し風貌を

4保護計画及び再開発の問題点　　　　　　　　　　　継承するなど、保護計画のもとに再開発は行われたが、
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＆！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一1　両地区における再開発比較

繍賃鰐　　　　　　土地用途

●鳳酬鰍劇訓睡　　再開発期間

る　　　　　　　各主体の役割

南池子地区 姻袋斜街地区

土地用途 住居 商業、住居

再開発期間 2001～2002 2001～

用地面積 6．39ha 6，9ha

整備方式 短期間の大規模再開発 長期間の小規模、段階的な蝋

保護方法

文化財建築、周辺環境の

ｮ備と少量の伝統的住宅
ﾌ保護。大部分伝統的住
薰ﾍ建て替える

各主体の役割
政府審査、ディベロッ
pー実施、専門家の協力

政府主導実施、専門家協力、

Z民参加

資金 デイベロツパー 政府、住民

　灘　　　　駒甑鱒¢欄髄嬬顯が㈱鰍縦麟磯貝　　　　　　　　それに加え、行政、設計部門は住民合意を重視し、住

　　　b　　　　鵜繕㍑鋤㎜・℃帖　　　　　　　　　　　民の自主修繕を中心に計画案を修正し、再開発を推進し
　　黙　　轟撫畿ξ瀦頴盤轡と鳳㎜　　　　　磁　　ている。実際は、自由な改修は、色彩や建築様式の多様

　　　　　図一2　姻袋斜街地区の実態　　　　　　　　化を招き、伝統的雰囲気を壊すという問題もある。住民

実際には多くの課題が存在している。①図一1に示すように、　意識の向上及び景観の制限は今後の課題になっている・

8割の伝統的建築は2階建ての「新四合院」に建て替えて、　5　両地区の比較

建築高さと様式の変化は歴史的風貌を大きく変容させた。②　　両地区の保護計画や再開発結果を比較すると・再開発

保護計画中の一部の保護建築は伝統様式で建て直して、計画　　の手法・方式に大きな違いがあることがわかる。南池子

通りに保護され洪伝雛築のオ＿センティシティは破壊さの醐発はディベ゜ッパーカミ投資し・ディベ゜ッパーの

れた．③ディベ。ッパ＿力注体となり、短輔で大規模の再利益が追求され・住民の利益撫視した輔的な醐発

開発を行っ働燧の利益は鞭櫨民と合意に至認瀟膠磐饗階灘謙鷹蕪

難灘黙1織蹴寄霊喜㍊貌難寒櫨菟巨麗1
殿欄区、「蹴楓貌の保諏「居住環境の囎」、「鰍ては失敗の事例であると思われる・それに比べ・姻袋斜

鰍行うなど・保護と発展の両方嚥再開発が行わと編磁あ特性にうまく対応し、眠専門家及び

れている・小規模な醐発を段階的に行っ方式で・一つ s政などの主体を協力させ、歴史的建築の活用離を推

磁蘇輪穐繍鑓魏繍瀦難進するなどのことを通じて遡模再開発方式灘す
区」の3種類に分類し、各地区ごとに異なる手法で醐鐡今後の重要な課題と言える・

発が進められている。また、文化財や歴史的建築物・樹　1）周雪梅（㎜）「堅持実践与発展の視点」ゴヒ京規劃建設

木、門などの空間認識の目印になるもの「点」の保護、　2）井忠傑、邊蘭春（2004）「歴史街区保護期劃的探索と思考」城市期劃

それら顛な接点を繋憬観「線」を作咄すことで、欄醐灘いて鳳中国瀞欝建築学闘蘭春助卿離得
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。ここに記して感謝を申し上げる。
地区全体「面」の計画へと広がっていく、という3段階で整

宰　新潟大学大学院修（工）　　　　　Graduate　Student，Niigata　Univ．，M．Eng
艸　新潟大学工学部建設学科　助教授・博（工）　Assoc・Prof・Dept・of　Architecture，Faculty　of　Enginiee「in9・Niigata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Univ．，Dr．Eng。

一724一


